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論文内容の要旨 
我が国の 2013年における平均寿命は，男性 80.21歳，女性 86.61歳で，高齢化率は 25.1％と
なった．内閣府「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査結果」によると，高齢者の 79.2％
が生きがいを感じていると回答しているが，高齢者の生きがいに関する研究の多くは都市部在
住の高齢者を対象に実施され，山間部等での研究は進んでいない．そこで，本研究では，山間
過疎地域在住の独居高齢者が日常生活の中で有している感覚としての生きがいを取り上げ，地
域での生活を継続している意味を高齢者の視点から分析したうえで，感覚としての生きがいを
構成する要因および生きがいの中心となる概念を明らかにすることを目的とした．具体的な研
究課題は，①山間過疎地域での生活を継続している要素は何か，②山間過疎地域での生活を継
続するために重要な条件は何か，③現在の自己像に影響している要因は何か，④人生経験に基
づく価値は何か，⑤感覚としての生きがいに関する概念はどのようなものか，である． 
研究対象者は，A山間過疎地域に独居で暮らす 70歳以上の女性 15名で，データ収集は，研
究対象者が日常生活の中で，ⅰ)自分の役割だと感じる場面，ⅱ)自分らしく生きていると感じ
る場面，ⅲ)生活の中で満足していると感じる場面についてインタビュー調査を行った．分析は，
佐藤（2008）の質的データ分析に基づいて分析を行った．なお，高知女子大学社会福祉研究倫
理専門審査委員会(平成 21年 6月 16日)の承認を得て研究を開始した． 
研究結果は，以下の通りである．①山間過疎地域での生活を継続している要素は，【認めら
れている気ままな行動】【加齢やライフイベントによる心身機能の低下】【農作業するのは一人
前である証】【気がかりな体裁】【低下した心身機能の許容】【農作業から得る嬉しさ】【自立し
た人間関係の保持】【自他共に認める役割の遂行】であった．②山間過疎地域での生活を継続す
るために重要な条件は，【自他共に認める役割の遂行】であった．③現在の自己像に影響してい
る要因は，『ゆとりある家計』『人への迷惑の回避』『農作業の継続』『公的な任務』『子や孫の役
に立つ』であった．④人生経験に基づく価値は，「農作業ができる」「家族の役に立っている」
「自立している」「自由である」であった．⑤感覚としての生きがいとは，人生経験に基づく価
値を拠りどころにし，自負心を原動力にして自己実現に向かおうとする意思である． 
本研究結果から，山間過疎地域在住の女性独居高齢者の感覚としての生きがいは，人生経験
に基づく価値である「農作業ができる」「家族の役に立っている」「自立している」「自由である」
ことを拠りどころにし，自負心を原動力にして自己実現に向かおうとする意思である．この結
果は，地域在住高齢者への保健や社会福祉に関する支援を行うにあたっての重要な知見となり
うる．特に，対象者が過去の人生経験から得ている価値は何か，自負心をもてる要素はあるの
かについては，高齢者への支援開始の初期段階で支援者が把握する必要がある． 
 
審査結果の要旨 
「山間過疎地域在住の女性独居高齢者がもつ感覚としての生きがいに関する研究」は、生活
環境としては厳しい状況にある山間過疎地域の独居高齢者がその地域に居住し続ける理由につ
いて、高齢者自身の「感覚としての生きがい」という観点からアプローチを試みた独創的な博
士論文である。 
 典型的な山間過疎地域に在住する独居高齢者 15 名に対する複数回の聞き取り調査を行い、
調査地域の特性や語りを分析する中で得られた住民の価値観、また対象者の生活歴等もふまえ
て丁寧な分析を行っている。結果として得られた生活継続に関する要素は、【認められている気
ままな行動】【加齢やライフイベントによる心身機能の低下】【農作業するのは一人前である証】
【気がかりな体裁】【低下した心身機能の許容】【農作業から得る嬉しさ】【自立した人間関係の
保持】【自他共に認める役割の遂行】の８項目であり、これらの要素の中でも【自他共に認める
役割の遂行】は生活継続のための重要な要件でもあると結論づけている。そして、研究のテー
マである感覚としての生きがいについては、「人生経験に基づく価値を拠りどころにし、自負心
を原動力にして自己実現に向かおうとする意思である」と定義している。 
 本研究は、健康生活科学研究科社会福祉学領域の院生として実施されたものであるが、研究
テーマは現代の地域社会における課題として多様なアプローチが可能であり、本研究において
も社会福祉学に留まらず、地域保健学あるいは地域看護学としての専門性も加味された考察と
なっている。なお、本研究の対象者は女性の独居高齢者のみとなっているが、これは事前に性
別を限定したわけではなく、対象者選択に際して女性が圧倒的に多かった結果であり、現代の
山間過疎地域の現状を如実に反映していると同時に、類似の生活歴と価値観をもった集団への
調査となり、結果の確実性を確保できたとも言える。 
 審査委員会では、多様な語りの中からテーマに沿ったデータを整理し、段階的な分析を行っ
て結論を導いている点を高く評価した。さらに研究成果の活用や研究の発展について、社会福
祉学や地域看護学の実践領域だけでなく、専門職養成教育への応用を奨励した。 
 
以上により、本学位審査論文は、学術的創造性を備え学位授与の水準を満たしていると考え
られ、審査委員会は学位申請者杉本加代氏が、博士（社会福祉学）の学位を授与される資格が
あるものと認める。 
